
チーム医療推進検討会  

チーム厘凌√＝お〝右  

脚働の′音膠の碓鱈  

平成21年12月21日  

大分県立看護科学大学  

草間 朋子  

チーム厘凌にお〝名〟嘲  

専門性を発揮  

協働（対等に協力して）  

療養上の世話  

診療の補助  

＼  

看護師   医療的  

介入  

N P   
、－－－－・■■  

＼  

管理栄養士   
．ノ  

．ご：＿‥＿・－－’  

診療看護師：対象者に対して看護ケアと医療的介入（診断・治療）もでき  

健康増進からリハビリテーションまでのプライマリケアを提供できる看護職   
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チーム屋瘡の鹿彦  

－と〃ご密封・業鰍たっ丁－  

行っていること  

実施しているから  

よいことにはならない  ★  
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7．大分屠丘着岸好学大学が箸乱てtl名〟P  

2．チ「ム厚瘡の中で、鰍〟功l  

網班の違い  

且几拘粥宥房するため仁ば  

〃．チーム原療据麿仁磨たっr  

‾T「示   



7．．大分屠丘着岸村費大学力観てtl名〟P  

厘療・原潜多度少者偶の変此  

＜医療俸健サービスの受け手側の変化＞   

■疾病構造の変化   

■高齢社会の到来   

■医療・保健サービスの地域格差   

■ニーズの多様化（健康寿命の延伸、QOL）等  

＜医療保健サービスの提供側の変化＞   

■医療の高度化・専門化・先進化   

■医療従事者の不足   

■看護教育等の高度化・専門化 等  
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厘療を靡少者儲の変化  
リハビリテー   

ション   

健康増進  

疾病予防  
㌔スYく㌦ 

早期発見  

早期治療  

画像診断  
（超音波、CT、PET）  

血液生化学検査  

遺伝子診断 等  

聴診器を用いた診断   

簡単な血液検査   

血圧測定 等  

薬物療法／免疫療法   

遺伝子治療  

再生医療  

投薬  

大気／安静／栄養  

医師，看護職   
診療放射線技師  

OT，PT，介護福祉士等  
医師／看護職／X線技師等  
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紺、ノW斬首を願Lたカlア  

■屠屠仁公平平河瘡世の都l厘瘡・原産サービスあ窟併  

一無医地域の解消  

・3分診療の解消  

・在宅医療の促進 など  

■看護系大学院修士課程の教育の明確化・実質化  

・研究者／教育者の養成  

・高度な看護の実践家の養成  

看護職の能力ー看護教育の活用を図るべき  

大分虜丘着岸禅学大学  

大槻  

榊  脚単相  

J死努・教育者慶戌  兵膠着養成   研穿・教育者慶成  

巨頭［互］［垂］  

必死好「平射β牟ノ4月  

〟葡好訝育「老年〃l伽の願  
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仰斬を願作Z御す名君ぞ  

平成J7年J〟Pプbジェクトチ「ム家厨厚  

■大学院修士課程カリキュラム  

育 体制（教員の資質向上、教育環境の整備）  ■教  

の構築  

・国際会議の開催（年2回）  

ペース大学、ケースウェスタンリザーブ大学、  
ワシントン大学、ソウル大学等  

・教員（12名）の海外研修（NPの教育課程、実践現場）  
・教員の国内の医療機関での研修  

萌戯¢卒〃月．オ葛藤訝斉家スター′  
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老年州P「ナーづてプラクテ′ショナーご鰯とば  

医師と連携・協働して、   

・高血圧症、糖尿病、慢性閉塞制肺疾患などの  
慢性疾患の患者さんや   

■発熱、咳、下痢等の症状をもつ患者さんに対して  

忽療膨な慮虜アセスメン／を実施し、  
も行うことができる看護職  必要な場合には、  

必要とされる能力  

■ 包括的な健康アセスメント能力（  

■ 医療処置的管理の実践能力  

■ 熟練した看護実践能力  

■ 看護管理能力   

3P  

PhysicalAssessment   

Pharmacology   

Pathophysiology  
■ チームワーク・協働能力  

■ 医療・保健・福祉システムの活用・開発能力  

■ 倫理的意思決定能力  11   
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仰者辛勅ダ  

ブライマγケア家居鰍虜屏  

■訪問看護ステーション  

■一般病院の外来  

■老人保健施設  

｝療養型病床施設  

■介護療養型老人保健施設  

■その他  

12  

老年ⅣP専攻カリ手エラム何3単位以上ノ  

必須科目  33  

NP論  1  

フィジカルアセスメント学持論   2  

選択科目  

健康増進科学持論  

看護管理学特論  
臨床薬理学特論  

診察一診断学特論  

病態機能学特論  

原書購読演習  

老年NP論  

老年疾病特論  

老年アセスメント学特論  

老年薬理学演習  

老年NP実習  

2   

2   

2   

2   

2   

2  

看護コンサルテーション論 2  

看護教育特論  

看護理論特論  

看護倫理学特論  

2  看護研究（必須）  2  

研究の進め方の基礎  1  

課題研究  1   
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膠7夏で上か学生」評膠「予虐ソ  

木学院修士課程入学試藤                 一  

入学直後：基礎学力確認試験  

実習以外の  

科目【～2年次  

6月】  

講義・演習：80点以上で合格  

実習前の試験（OSCEを含む）  【2年次の6月～8月】  

寮熟鉾次の9月～】 
実習評価（チェックシ‾ト）  

修了時試験  【2年次2月】  

日本NP協議会の実施する試験   【2年次3月】  
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Zチーム厚疫の中で」級〟功l  
一摘蹴の剋l－  
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屠鰯の変此仁脱たチーム厘瘡のため仁ば  

【医療行為（診断・治療）】  
専門性：低い  専門性高い  

現
行
 
 

医師（医師法17条）  

（看護師：診療の補助業務保助看法37条）  

〟Pの虜ス  

リ  

医師  
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蔓′∫′ ニニニニ三∫三了    一′ご  

〟wリ  

｝医師と連携／協働  

■医薬品の処方ができる  

■検査のオーダーができる  

■個人を対象にしたプライマリケアの提供が中心  

【裁量範囲の拡大の措置が必要】  

御伽  

殿楓教育」緻併穿、  

■より専門化、高度化した看護サービスの提供  

■組織を対象にした調整等が中心  

【現行法令の下で活躍できる】   17   



芦屋貞r他の違い  

－   

・叫・－－・－・  

【N戸】－ ‾  

・個人を対象に厚顔形  

跡   
（裁量範囲の拡大）  

【CNS】現行法令の下で  

・高度専門性の高い1ヶァ  

■ケースマネージメントなど   

組織内の調整  
法令等の改正  
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β．〟Pを＝宥努す思缶畝にば  

19   
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チ「ん医療の盾遭  

一仰の裁量磨囲の彪加ぇっ丁－  

こ．旦旦遥遠三重建具療．保健±ニビスの揖斐  

「安全」であるためには   「安心」であるためには  

脚育  脚の膚箸  

戯虔紛システム  

・教育との連動  

・制度の確立  

大学院教育  

法令改正等  
20  

〟P（：診臓を期す名た（めノごば  

1．医療の受け手である国民の理解  

2．看護界の合意形成  

3．他職種（医療職）の理解  

4．制度化のための行政の理解   
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日本でもきちんと資格のある診療看護師が必要だと思うか？  

■
園
田
□
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竜・．－彙－1‥ふニ  

入焼・連続経験あり  入院・通暁経験なし  

‾1   

1，665人  386人   

調査：ナーシングプラザ、2009年9月  

インターネットによる調査（2051人）  
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淵嘲丁（わ名とLたら安めでぎ名カl？  

1，665人  386人  

調査：ナーシングプラザ、2009年9月  

インターネットによる調査（2051人）  
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高血圧症患者の包括的健康アセスメント  

勤務医  開業医  

高血圧ア  
セスメント  
（勤務医）  

忠君碧   

高血圧症患者に対するし継続処方  
勤務医  開業医  

調査：A県保険医協会 2009年10月 勤務医196名 開業医146名  
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ドレッシッング剤の処方に対して  

勤務医  開業医  

インフルエンザワクチンの投与に対して   

勤務医  開業医  
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／岬着成教育の虜準此筈  

日本NP協議会  

http：／／wwwJnPa．jp／  

入学要件：5年以上の看護職としての経験  

履修要件：大学院修士課程以上  

43単位以上（実習：14単位以上）  

3Pに関する講義・演習・実習の履修  

修了時評価：日本NP協議会の実施する試験に合格：  
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符区の題蒼作Z彪7年すす月ノ  

①症状の安定している慢性疾患   

（高血圧症、糖尿病、COPDなど）患者に対する   
包括的健康アセスメント  

②症状の安定している慢性疾患   

（高血圧症、糖尿病、COPDなど）患者に対する   
看護的治療マネジメント  

③発熱、下痢、便秘、悪心・嘔吐などを訴える患者   
に対する包括的健康アセスメント  

④頭部を除く打撲、捻挫などを訴える患者   
に対する包括的健康アセスメント  

⑤在宅で終末期ケアを行ってきた患者の死亡の確認   
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⑥本態性高血圧症の患者に対する包括的健康アセスメント  

⑦本態性高血圧症の患者に対する薬剤の継続処方  

⑧じょく創に対するドレッシング剤と外用薬の処方と処置  

⑨除細動器の使用  

⑱インフルエンザの予防接種と簡易検査キットによる検査  

⑪在宅療養患者に対する緩和ケア  

⑫在宅療養患者のじょく創のデブリードマン  

⑱在宅療養患者の点眼薬の処方  

⑭在宅患者の胃ろう造設患者のカテーテルの交換  

⑯在宅患者の膜胱ろう造設患者のカテーテルの交換  
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⑯下肢末梢血管閉塞症患者に対する  

包括的健康アセスメント  

⑰下肢末梢血管閉塞症患者に対する  

継続運動処方・処置および処方  

⑱包括的健康アセスメント、継続処置・処方を  
実習として実施   
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4．チ「ム厘疫の鹿者  
〟Pの雇人仁あたっr   
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安全で安心な医療原潜サービス窟炭のための  

看護膨の錨の必大の必二要狸  

看護師： NP（診療看護師）  

助産師： 助産システム  

院内助産、助産外来 など  

を保健師： 特定保健指導  

インフルエンザワクチンの投与など  
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